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今月の表紙
長瀬小マーチングバン
ドの移杖式に臨む、ド
ラムメジャーの三瓶水

み ず

葵
き

さん。「自分たちは
叶わなかったけど、後
輩たちには頑張って全
国 大 会 に 行 っ て ほ し
い」という思いと共に、
指揮杖を後輩に託しま
した。（関連 16 ページ）

【撮影日】　11 月 22 日
【撮影場所】　カメリーナ

し
な
て
も

輪

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
に
沸
い
た
今
年
、

「
お
も
て
な
し
」
と
い
う
言
葉
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
、

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
る
本
町
に
は
、

お
も
て
な
し
の
心
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
。

今
月
号
で
は
、

そ
の
お
も
て
な
し
の
数
々
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
お
も
て
な
し
の
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。

おの

Contents－

Pick Up
今月のイベント

　

猪
苗
代
中
学
校
の
創
立
50
周
年
記

念
式
典
は
10
月
25
日
、
同
校
で
行
わ

れ
、
関
係
者
が
半
世
紀
の
歩
み
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
飛
躍

を
誓
い
ま
し
た
。

　

同
校
は
昭
和
39
年
に
当
時
の
猪
苗

代
中
、
千
里
中
、
翁
島
中
の
３
校
を

統
合
し
て
開
校
。
昨
年
度
ま
で
に

８
８
５
５
人
の
生
徒
が
卒
業
し
て
い

ま
す
。

　

式
典
で
は
校
歌
斉
唱
の
後
、
生
徒

が
ス
ラ
イ
ド
で
学
校
の
50
年
の
歴
史

な
ど
を
紹
介
。
記
念
事
業
実
行
委
員

長
の
矢
吹
孝た

か

志し

同
窓
会
長
が
「
50
年

の
節
目
を
心
一
つ
に
喜
び
合
い
た
い
。

こ
れ
か
ら
新
し
い
歴
史
を
刻
ん
で
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
宇
南
山
忠た

だ

明あ
き

校
長
が
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
来

賓
を
代
表
し
て
前
後
公ひ

ろ
し

町
長
、
土

屋
重し

げ

憲の
り

教
育
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

歴
代
校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
対
す

る
感
謝
状
贈
呈
も
行
わ
れ
、
実
行
委

員
会
か
ら
は
同
校
に
50
周
年
記
念
事

業
と
し
て
新
調
し
た
校
旗
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
の
新
田
峻り

ょ
う

介す
け

さ
ん（
３

年
）が
生
徒
を
代
表
し
「
50
年
の
歴

史
を
誇
り
に
、
伝
統
を
し
っ
か
り
受

け
継
ぎ
発
展
さ
せ
、
後
輩
た
ち
に
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
み
ち
の
く
ボ
ン

ガ
ー
ズ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
記
念
講

演
も
開
か
れ
ま
し
た
。

創立 50 周年を
盛大に祝う

【目次】

特
集

新しい仲間
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今
年
も
盛
況
だ
っ
た
新
そ
ば
祭
り

　

今
年
で
17
回
目
を
迎
え
た
「
猪

苗
代
新
そ
ば
祭
り
」
は
11
月
９
、
10

の
両
日
、
カ
メ
リ
ー
ナ
で
開
か
れ

ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
２
日
間
で

４
０
０
０
人
を
超
え
る
お
客
さ
ん
が

訪
れ
、
猪
苗
代
の
新
そ
ば
を
心
ゆ
く

ま
で
味
わ
い
ま
し
た
。

　

振
舞
わ
れ
た
そ
ば
は「
祝
言
そ
ば
」

と
「
ざ
る
そ
ば
」
の
２
種
類
。「
天

ぷ
ら
の
盛
り
合
わ
せ
」
や
「
そ
ば
が

ゆ
」
も
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
▽
「
猪
苗
代
手
打
ち

そ
ば
の
会
」
の
名
人
た
ち
に
よ
る
そ

ば
打
ち
実
演
▽
物
産
市
で
の
そ
ば
粉

や
野
菜
な
ど
の
販
売
▽
日
本
舞
踊
や

「
猪
苗
代
そ
ば
口
上
」
︱
な
ど
も
行

わ
れ
、
参
加
者
は
「
蕎
麦
の
里
」
の

秋
を
五
感
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

家
族
で
訪
れ
た
遠
藤
寛
之
さ
ん

（
福
島
市
）
は
「
来
た
の
は
今
年
で

３
度
目
。
会
津
で
開
か
れ
る
そ
ば
ま

つ
り
の
中
で
一
番
お
い
し
い
。
日
程

が
合
え
ば
毎
年
で
も
来
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

新
そ
ば
祭
り
の
裏
側

　

猪
苗
代
新
そ
ば
祭
り
は
、
町
の
特

産
物
で
あ
る
ソ
バ
の
振
興
を
目
的
に

始
ま
っ
た
も
の
で
、
東
日
本
大
震
災

以
降
は
町
の
食
の
安
全
・
安
心
の
Ｐ

Ｒ
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
今
で
は
多
い
時
で
一
日
に

２
０
０
０
人
を
超
え
る
お
客
さ
ん
が

訪
れ
る
、
県
内
最
大
級
の
そ
ば
祭
り

と
な
り
ま
し
た
。
県
外
か
ら
も
多
く

の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
訪
れ
る
な
ど
、
県

内
外
に
「
蕎
麦
の
里
・
猪
苗
代
」
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

　

町
や
町
商
工
会
、
猪
苗
代
観
光
協

会
、
町
振
興
公
社
な
ど
で
つ
く
る
実

行
委
員
会
の
主
催
で
、
今
年
の
新
そ

ば
祭
り
に
は
、
そ
れ
ら
の
団
体
か
ら

延
べ
約
４
０
０
人
も
の
ス
タ
ッ
フ
が

動
員
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
ば
打
ち
は
、
猪
苗
代
手
打
ち

そ
ば
の
会
と
町
振
興
公
社
が
担
当
。

４
０
０
０
食
を
超
え
る
そ
ば
を
、
名

人
た
ち
が
一
切
妥
協
す
る
こ
と
な
く
、

極
上
の
そ
ば
に
仕
上
げ
ま
す
。

　

厨
房
テ
ン
ト
で
は
、
そ
ば
ゆ
で
や

天
ぷ
ら
揚
げ
、
盛
り
付
け
、
食
器
洗

い
な
ど
の
係
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場

で
休
む
間
も
な
く
働
い
て
い
ま
す
。

　

会
場
内
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
お
客
さ

ん
に
快
適
に
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
心
掛
け
て
動
い
て
い
ま
す
。

　

設
備
の
充
実
や
運
営
方
法
の
改
善

も
毎
年
行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
か

ら
ゆ
で
釜
と
フ
ラ
イ
ヤ
ー
を
増
設
し
、

待
ち
時
間
の
短
縮
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
祝
言
そ
ば
は
、
ス
タ
ッ
フ
間

の
連
携
に
よ
っ
て
、
よ
り
あ
つ
あ
つ

で
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
努
力
は
す
べ
て
、
お
客

さ
ん
に
喜
ん
で
ほ
し
い
か
ら
。
人
気

を
支
え
て
い
る
の
は
、
関
わ
る
人
す

べ
て
の「
お
も
て
な
し
の
心
」で
す
。

猪苗代新そば祭り
第17回

来てくれたお客さんのため、スタッフたちが休む間もなく働く

　猪苗代新そば祭りの誇れるところは、4000 食すべて
の完成度が高いということです。一人のお客様が口にす
るそばは、私たちにとっては 4000 食のうちの一食。で
も、そのお客様にとってはその一杯がすべてです。です
から、少しも妥協できません。
　そういった「お客様一人一人を大切にする」「お客様
の立場になって考える」という意識は、そば打ちの人や
厨房の中だけでなく、フロアー係、案内係、駐車場係な
どすべてのスタッフに浸透していると思います。だから
たった２日間でも、担当する人が替わっても、同じサー
ビスが提供できるんです。
　新そばまつりは、「町のイメージ」という大きなもの
を背負った、多くの人で支える一つの大きな店です。す
べてのスタッフがそれを理解し、真摯に、そして誠実に
取り組んでいることが、お客様の満足につながっている
のだと思います。

小野秀
ひ で

男
お

さん

　古くから会津に伝わるそば打ちでは、麺棒を１本しか
使いません。猪苗代では今でもそうしていますが、ほか
ではより効率的な３本の麺棒を使うやり方が主流になっ
てきています。そば祭りでも、猪苗代と同じやり方で実
演しているところはほとんどありません。
　新そば祭りは、そういった伝統や技術を守り、伝えて
いくという点でも意義のあるものです。しかし、私たち
手打ちそばの会では高齢化が進み、年々会員が減ってい
るのが現状です。そば打ちには技術が必要です。お金を
払う価値があるそばの打ち手を養成するのには、時間も
かかります。町がソバの振興を進めていくのなら、例え
ば役場職員の打ち手を増やすというのも一つの方法では
ないでしょうか。
　あとは、実演する時に隣で説明してくれる人がいたら
いいですね。実演を見るのを楽しみに来るお客さんも多
いので、喜ばれると思います。

猪苗代町振興公社総務課長

佐藤善
ぜ ん

司
し

さん

猪苗代手打ちそばの会会長

【厨房テント内の様子】

今年も大勢の人でにぎわった新そば祭り
その人気を支えるのは「おもてなし」の心

1_「じいちゃんが作ったそばはおいしいよ」と笑顔でそばを食べるのは、そば打ち名人、
佐藤善司さんの孫、はるかちゃん（左）とあかりちゃん　2_猪苗代そば口上を披露した吉
崎ミナ子さん　3_今年も長い行列ができました

12

3

■キーマンに聞く　新そば祭りの「人気の秘訣」と「今後の課題」

大切なのはお客様の
立場に立つこと

年々減っている
打ち手の養成が課題

▲　

食
器
洗
い

▲　

天
ぷ
ら
揚
げ

▲　

そ
ば
ゆ
で

心一つに
おもてなし
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スタートの様子。スタート・ゴール地点以外の場所でも多くの町民が選手らに温かい声援を送った

沿
道
か
ら
の
温
か
い

声
援
が
、
ラ
ン
ナ
ー

た
ち
の
力
に
な
る
ね　

ご当地キャラ
ヒデヨくんが
イベントでの
おもてなしを
リポート

うに心掛けて運転しています。町外からイベントや観
光に来るお客さんは、みんなとても楽しみに猪苗代に
いらっしゃいます。ですから、「来てよかった」と思っ
て帰ってもらいたい。目的地に着くまでの短い時間で
も、気分良く過ごせたらうれしいですよね。重い荷物
は持ってあげる、足が不自由な人は歩くのを支えてあ
げるなど、一つ一つは小さくても、そういったことが
積み重なれば、磐梯山や猪苗代湖などの景色もよりき
れいに見えるのではないでしょうか。いい思い出づく
りのお手伝いができたらうれしいですね。

町食生活改善推進員会と町商工会女性部が約
4000 食分の豚汁を振る舞った。地元産の食材
も使い、町の食の安全・安心もＰＲした

こ
の
日
は
寒
か
っ
た
か

ら
、
温
か
い
豚
汁
は
う

れ
し
い
ね
。
心
も
体
も

温
ま
る
よ

「祝言そば」を提供したいわはし館のブースに
は長い行列ができた。猪苗代の名物に大勢の人
が舌鼓を打った

体育協会加盟団体の皆さんはゴールしたラン
ナーたちに「お疲れさまでした」と笑顔でタ
オルを配った

猪苗代吹奏楽団が開会式で演奏を披露。ハー
フマラソンスタートのファンファーレも演奏
した。いなわしろ天鏡太鼓と川桁謡真鼓楽会、
猪苗代芸能保存会はスタート・ゴール地点や
コースの途中で勇壮な太鼓の演奏を披露し、
ランナーたちを鼓舞した

力
強
い
太
鼓
の
音
が
、

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
を
元
気

づ
け
た
よ
。
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
も
か
っ
こ
よ

か
っ
た
ね　

冷
た
い
雨
に
打
た
れ
な

が
ら
も
頑
張
る
姿
に
、

じ
ー
ん
と
き
た
よ

　学校にボランティアの募集はこなかったのです
が、町を盛り上げるお手伝いがしたいと思い、事
務局にお願いしました。
　当日は主に手荷物の受け渡しの仕事をしまし
た。朝の５時半集合で、暗いし、眠いし、寒いし、
仕事はとても忙しかったです。
　大変だったけど、県外から来た人も多かったの
で、いろいろな人と話をすることができて楽し
かったです。どのイベントに行ってもそうですが、
一番うれしいのは、参加者から感謝されること。

「ありがとう」と言われると、自分たちもうれし
くなるし、やってよかったとしみじみ思います。

左から渡部舞
まい

香
か

さん、桑原杏
あ

依
い

さん、佐々木裕
ゆ

香
か

さん、
佐野衣

い

緒
お

捺
な

さん（いずれも３年）

猪苗代高ＪＲＣ委員会の皆さん

猪苗代湖ハーフマラソンのボランティアとして参加

イ
ベ
ン
ト
以
外
に
も
あ
る

観
光
地
な
ら
で
は
の

お
も
て
な
し

そ
ば
も
大
人
気
だ
っ
た

ね
。
地
元
の
農
産
物
や
特

産
品
な
ど
を
売
っ
て
い
る

ブ
ー
ス
も
あ
っ
た
よ

四季を通じてさまざまなイベントが開かれる本町
イベントはもはや猪苗代のお家芸。おもてなしもハイレベル

イ
ベ
ン
ト
に
来
た
人
た
ち

も
、
こ
ん
な
お
も
て
な
し

に
出
会
え
る
か
も
ね

乗務員　高橋正
しょう

一
い ち

さん（左）、浅川勇
ゆう

一
い ち

さん

私たち運転手は、
何と言っても、お
客様を安全に目的
地までお送りする
のが第一です。そ
れから、快適に過
ごしてもらえるよ

猪苗代タクシー

来た常連さん同士で「今年も会ったね」などと話して
いることもあります。うちは何でもあけっぴろげ。お
客さんとも何でも話します。そんな感じなので、お客
さんたちはまるで家族のように振る舞っていて、「こ
の人は本当にお客さんなのかな」と思うこともあるし、
逆に私たちが気を使わなすぎて「俺たちは客だぞ」と
言われることもあります。特別なおもてなしというこ
とは意識していないし、なんで来てくれるのか私たち
にもわかりませんが、常連さんたちは毎年、「ただい
まー」と言って帰ってくるんです。

宇南山隆
たかし

さん（左）、信
のぶ

子
こ

さん
うちに来るお客さ
んは、常連さんや
学生の合宿客がほ
とんど。１回くれ
ば、次からはもう
家族のようなもの
です。年末年始に

民宿松屋

いろいろなおもてなし

　

週
末
と
も
な
る
と
、
イ
ベ
ン
ト
の

な
い
日
が
珍
し
い
ほ
ど
そ
の
数
が
多

い
本
町
。
磐
梯
山
や
猪
苗
代
湖
な
ど

の
恵
ま
れ
た
自
然
に
加
え
、
野
口
英

世
博
士
の
生
誕
の
地
で
あ
る
こ
と
や

土
津
神
社
、
亀
ケ
城
公
園
な
ど
の
名

所
・
旧
跡
も
多
く
、
豊
富
で
多
様
な

観
光
資
源
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
そ

の
理
由
で
す
。

　

登
山
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
マ
ラ
ソ

ン
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
、
ス
キ
ー
大

会
な
ど
、
自
然
環
境
を
生
か
し
た
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
か
ら
、
野
口
英
世

博
士
や
保
科
正
之
公
を
顕
彰
す
る
文

化
系
の
も
の
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

先
ほ
ど
紹
介
し
た
猪
苗
代
新
そ
ば

祭
り
の
ほ
か
に
も
、　

フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
猪

苗
代
湖
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
風
と

ロ
ッ
ク
芋
煮
会
な
ど
、
数
千
人
を
集

め
る
イ
ベ
ン
ト
も
年
に
数
回
開
か
れ
、

本
町
は
ま
さ
に
イ
ベ
ン
ト
王
国
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
っ
た
地
域
の
特
性
か
ら
、

町
民
が
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
機
会

が
多
く
、
そ
こ
で
の
お
も
て
な
し
は

参
加
者
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

10
、
11
ペ
ー
ジ
で
は
、
参
加
者
の

満
足
度
が
と
て
も
高
い
２
つ
の
イ
ベ

ン
ト
を
紹
介
。
そ
の
魅
力
は
ど
う
い

う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

インタビュー

猪苗代湖
ハーフマラソン
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伝わるおもてなし
ジンギスカップＩＮ磐梯高原農青連農業体験ツアー

　　　秋の磐梯高原の自然の中を、
　　　マウンテンバイク（以下ＭＴ
Ｂ）にまたがり、風を切って駆け抜
ける。第７回ジンギスカップＩＮ磐
梯高原は 10 月５、６の両日、磐梯
南ケ丘牧場内の特設コースで開かれ
ました。
　レースは、補助輪付きの自転車に
乗る幼児のスーパーキッズクラスか
ら、競技者向けのエリートクラス
までの男女別全 16 クラス。約 300
人の参加者は、磐梯山を望む絶好の
ロケーションの下、全力でレースに
挑みました。
　ジンギスカップの名のとおり、ジ
ンギスカンが食べられるのもこの大
会の魅力の一つ。ほかにも町の名所、
旧跡などを巡る磐梯高原の魅力発信
ツーリングや青空ヨガ教室、自転車
キッズ検定など、参加者を楽しませ
る工夫が満載です。
　そして、何よりも魅力なのがその
一体感。会場にいる人みんなが楽し
そうに盛り上がっていて、その雰囲
気はまるで一つの家族のようです。

気持ちのこもったイベントは　　　　思いが伝わる　楽しさが伝わる

　　　月 12、13 の両日、本町で農
　　　業体験ツアーが行われ、首都
圏から５人が訪れました。
　このツアーは、原発事故による風
評被害の払しょくを図ろうと、ＪＡ
あいづ青年連盟猪苗代地区（以下農
青連）と農青連キャベツ研究会が実
施したものです。
　参加者たちは２日間で花やトマト
の収穫、稲刈りなどさまざまな農作
業を体験したほか、農作物の放射能
検査などを見学しました。
　初日の案内役を務めた農青連の渡
部雅幸さんは、行く先々で参加者た
ちに丁寧に説明。体験受け入れ先の
メンバーも熱心に作業の手ほどきを
しました。12 日夜に開かれた懇親
会では、メンバーらが参加者と意見
交換をするなど、親睦を深めました。
　参加者アンケートでは、全員が「福
島の農産物は安全だと感じた」と回
答。さらに体験内容も「満足」「期
待以上」という結果に。メンバーた
ちの苦労や熱意も伝わり、大成功に
終わりました。

1_スーパーキッズのレースは、まるで幼稚園の運動会のようななごやかな雰囲気。
自分のレースでは真剣な表情を見せるお父さんも、すっかりやさしい顔に　2_コー
スのあちこちで家族やチームメイトが声援を送る　3_魅力発信ツーリングで十六橋
を案内する、いなわしろ伝保人会の田島一

かず

博
ひろ

さん（中央）。ＮＨＫ大河ドラマ「八重
の桜」やジオパークに関連付けて、ユーモアを交えながらわかりやすく解説した

1_花の脇芽取りの作業を丁寧に教える、メンバーの渡部雅
まさ

史
ふみ

さん（左）。参加者たちは、
きれいな花が店頭に並ぶまでに多くの手間が掛かっていることを学んだ　2_ＪＡト
マト共選場の見学では、作業の内容や出荷の流れだけでなく、渡部さんらがおいしい
トマトの見分け方など、消費者にうれしい情報も伝授　3_ツアー終了時、みんなで
記念撮影。参加者たちの表情からも満足度がうかがえる

　福島の農産物が安全・安心だということ
をきちんと理解してもらうには、実際に来
てもらうのが一番。参加者に自分の目で確
かめてもらい、それを周りの人たちに伝え
てほしい。そう思って私たちはこのツアー
を企画しました。
　ツアーでは、作物を作るのにどれだけの
手間が掛かるのかを理解してもらうため、
丁寧に説明し、作業の手ほどきをしようと
心掛けました。それが参加者の満足につな
がったのかもしれません。あとは、「自分
ならこうしてもらえるとうれしい」という

ことをしてあげる。せっかく来てくれたの
だから、「よかった」と言ってほしいです
よね。花や野菜を作るときの「消費者に喜
んでほしい」という気持ちと同じです。
　懇親会で参加者といろいろ話せたことも
よかったです。メンバーたちの苦労や思い
も伝わり、「これからは積極的に福島のも
のを買いたい」と言ってくれた人もいて、
やってよかったと思いました。
　来年も実施したいと思っていますが、難
しいのは資金面。県や町など、行政がバッ
クアップしてくれるとありがたいですね。

森山栄
ひ で

幸
ゆ き

さん（祢次）渡部雅
ま さ

幸
ゆ き

さん（幸野）

ジンギス友の会代表ＪＡあいづ青年連盟猪苗代地区 スタッフが楽しまないと、参加者だって楽しくない「自分だったらこうしてほしい」と思うことをする

参加者の声 参加者の声

佐藤京
きょう

美
み

さん（栃木県）

ということもあり、期待と緊張でいっ
ぱいでしたが、磐梯山を望む絶好のロ
ケーションの中で、気分も爽快に楽し
く走れました。応援の声も温かく、見
る側としてもドキドキ楽しめます。手
作り感満載で、みんなが一体となり
レースを盛り上げる感じがとても好き
です。また来年も参加します！

ツーリングはガイ
ドさんがジョーク
を交えながら猪苗
代の名所を説明し
てくれて、とても
面白かったです。
レ ー ス は 初 参 戦

1

2

3

1

2

3

・会津の農業人と触れあえたことが何
よりよかったです。農家の方の熱い意
欲と思いが伝わり、自分までウキウキ
しました。

・いろいろな話ができて、たくさんの
ことを知ることができました。農青連
の皆さんの明るさを見て、日本の農業
の未来は明るいと思いました。

・期待以上にいろいろな体験ができた。
・農産物が本当に安全だということが
わかった。逆に検査をしていない他県
が心配になった。今後は自分なりに情
報収集をして、正しい情報を知りたい。

・親切で温かい対応で、リラックスし
ながら農業体験できました。
　　　　（参加者アンケートから抜粋）

10 初

　ジンギスカップのいいところは、みんな
が楽しめるところです。レースを楽しむ、
応援して楽しむ、ジンギスカンを食べる、
牧場で動物とふれあうなど、楽しみ方はさ
まざま。参加者はもちろん一緒に来た家族
みんなが楽しめるんです。
　多くの人が閉会式まで残っているのも、
この大会の特徴です。特産品が当たる抽選
会があることも一因ですが、「もう少しこ
こにいたい」と思わせる楽しい雰囲気もあ
るのだと思います。
　人の気持ちは伝わるものです。例えば、

スタッフがつまらなそうにやっていたら、
参加者だってつまらない気分になる。楽し
そうにやっていれば、参加者ももっと楽し
い気持ちになるのだと思います。
　町内企業の協賛などのおかげで、資金面
ではだいぶ助かっていますが、実行委員で
ある友の会会員のほとんどが町外者なの
で、コースの草刈りや大会の準備などは、
人数がそろわず大変です。
　でも、自分たちの楽しさや参加者の笑顔
があるから「次も頑張ろう」という気持ち
になれるんです。
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お
も
て
な
し
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
、
そ
れ
は
「
笑
顔
」
と
「
あ

い
さ
つ
」
で
す
。

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん

に
ち
は
」
と
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
さ

れ
る
と
、
自
分
も
元
気
が
出
ま
す
。

笑
顔
で
接
し
て
も
ら
う
と
、
誰
で
も

う
れ
し
い
も
の
で
す
。

　

人
の
印
象
と
い
う
も
の
は
、
最
初

で
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
決
ま
り
ま
す
。

　

例
え
ば
私
が
お
客
さ
ん
に
「
ガ
イ

ド
の
江
花
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
笑
顔
で
元
気
に
あ
い
さ

つ
を
し
た
と
し
ま
す
。
す
る
と
相
手

は
「
感
じ
の
い
い
人
だ
。
楽
し
い
旅

行
に
な
り
そ
う
だ
な
」
と
思
う
で

し
ょ
う
。
そ
の
瞬
間
、
相
手
の
心
が

開
き
、
会
話
も
弾
む
よ
う
に
な
り
ま

す
。
旅
は
と
て
も
楽
し
い
も
の
に
な

り
、「
猪
苗
代
に
来
て
本
当
に
よ
か
っ

た
」
と
思
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

猪
苗
代
は
観
光
と
農
業
の
町
で
す
。

「
観
光
」
を
大
々
的
に
掲
げ
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
町
全
体
に
お
も
て
な

し
が
広
が
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
や
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
は
、
今
ま
で
以
上

に
大
勢
の
町
民
が
選
手
に
声
援
を
送

る
。
観
光
客
と
す
れ
違
っ
た
と
き
に

は
、「
こ
ん
に
ち
は
」
と
声
を
掛
け
る
。

そ
れ
が
町
を
挙
げ
て
の
お
も
て
な
し

だ
と
思
い
ま
す
。

　

訪
れ
た
人
の
印
象
に
強
く
残
る
の

は
、
そ
の
土
地
の
「
人
」
と
の
や
り

と
り
で
す
。

　

走
る
時
に
大
勢
の
町
民
が
旗
を

振
っ
て
応
援
し
て
く
れ
た
ら
、「
声

援
が
温
か
く
て
と
て
も
い
い
大
会

だ
っ
た
」
と
思
う
で
し
ょ
う
。
行
く

先
々
で
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
れ

ば
、「
猪
苗
代
は
本
当
に
い
い
所
だ
っ

た
」
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
く
れ

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
リ
ピ
ー

タ
ー
の
獲
得
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

来
て
く
れ
た
人
み
ん
な
に「
笑
顔
」

と
「
あ
い
さ
つ
」、そ
し
て
「
気
遣
い
」。

私
は
こ
れ
か
ら
も
そ
う
し
て
い
き
た

い
。
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

の
で
す
。

　

お
も
て
な
し
の
輪
が
広
が
っ
て
、

町
中
に
お
も
て
な
し
の
心
が
あ
ふ
れ

た
ら
…
。

　

想
像
し
た
だ
け
で
わ
く
わ
く
し
て

き
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
の
は
、

町
に
あ
る
お
も
て
な
し
の
ほ
ん
の
一

部
で
す
。
お
も
て
な
し
は
、
イ
ベ
ン

ト
だ
け
で
な
く
、
町
の
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
に
登
場
し
た
人
た
ち
以

外
に
も
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
お
も
て

な
し
の
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

お
も
て
な
し
は
、
い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
つ
な
い
で
く
れ
ま
す
。
お
も
て

な
し
を
受
け
た
人
の
喜
び
が
、
も
て

な
し
た
人
の
喜
び
に
つ
な
が
り
、
そ

れ
が
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
な
り

ま
す
。
お
も
て
な
し
を
す
る
人
同
士

の
心
も
一
つ
に
し
て
く
れ
ま
す
。
そ

れ
は
、
人
の
心
と
心
を
結
ぶ
輪
の
よ

う
な
も
の
で
す
。
そ
の
輪
は
き
っ
と
、

周
り
を
巻
き
込
ん
で
大
き
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　

心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
が
あ

る
イ
ベ
ン
ト
は
、
と
て
も
楽
し
く
、

居
心
地
が
い
い
も
の
で
す
。
お
も
て

な
し
の
心
を
持
つ
人
や
お
も
て
な
し

に
あ
ふ
れ
る
地
域
は
、
み
ん
な
い
き

い
き
と
し
て
い
ま
す
。
魅
力
的
な
人

や
場
所
に
は
、
自
然
と
人
が
集
ま
っ

て
き
ま
す
。
お
も
て
な
し
の
輪
は
、

そ
う
や
っ
て
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

お
も
て
な
し
は
、
う
れ
し
い
も
の
。

ほ
っ
と
す
る
も
の
。
わ
く
わ
く
す
る

も
の
。

　

こ
う
い
っ
た
気
持
ち
は
、
お
も
て

な
し
を
受
け
る
ほ
う
だ
け
で
な
く
、

お
も
て
な
し
を
す
る
ほ
う
も
抱
く
も

これからのおもてなし

る
。
そ
れ
は
相
手
に
と
っ
て
は
も
ち

ろ
ん
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
も
貴
重

な
も
の
で
す
。

　

損
得
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
お
も

て
な
し
は
相
手
を
喜
ば
せ
た
く
て
す

る
も
の
で
す
。
喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば
、

自
分
も
満
足
で
き
ま
す
。

　

お
も
て
な
し
は
、
祭
り
に
似
て
い

ま
す
。
地
域
を
活
気
づ
け
る
の
も
、

町
全
体
で
取
り
組
ん
だ
ほ
う
が
い
い

と
い
う
点
で
も
一
緒
で
す
。
祭
り
は

一
つ
の
地
区
だ
け
で
や
る
よ
り
、
み

ん
な
が
集
ま
っ
て
や
っ
た
ほ
う
が
盛

り
上
が
り
ま
す
。

　

楽
し
い
と
こ
ろ
に
は
、
人
が
ど
ん

ど
ん
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
町
全
体
が

お
も
て
な
し
で
あ
ふ
れ
れ
ば
、
こ
の

町
も
も
っ
と
活
気
づ
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

人
と
の
出
会
い
は
人
生
を
豊
か
に

し
て
く
れ
ま
す
。
人
と
人
と
を
結
び

つ
け
る
、「
絆
」
が
深
ま
る
よ
う
な

お
も
て
な
し
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。

　

お
も
て
な
し
と
は
、
な
か
な
か
難

し
い
も
の
で
す
。
過
ぎ
て
も
い
け
な

い
し
、
足
り
な
く
て
も
い
け
な
い
。

一
生
懸
命
も
て
な
し
た
つ
も
り
で
も
、

相
手
に
と
っ
て
は
迷
惑
か
も
し
れ
な

い
。
ま
ず
は
相
手
の
気
持
ち
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

お
も
て
な
し
の
仕
方
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
一
番
の
お
も
て
な
し
は
、

猪
苗
代
な
ら
で
は
の
も
て
な
し
を
す

る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
土
地
の
も
の
を
食
べ
て
、
こ

の
土
地
の
人
間
と
話
す
。
飾
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
普
段
し

て
い
る
こ
と
を
、
ご
く
自
然
に
す
る

こ
と
で
す
。
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な

い
こ
と
を
す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
の

お
も
て
な
し
で
す
。

　

豪
華
な
食
事
は
ど
こ
へ
行
っ
て
も

食
べ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
採
れ
た

野
菜
で
、
こ
こ
の
お
母
さ
ん
た
ち
が

作
っ
た
料
理
は
、
こ
の
土
地
で
し
か

食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
料
理
を
囲

ん
で
、
お
客
さ
ん
と
会
話
を
弾
ま
せ

この土地ならではのおもてなし

それが最高のおもてなし
おもてなしに欠かせないもの

 それは「笑顔」と「あいさつ」

おもてなしの達人に聞く　町のこれからのおもてなし

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
蔭
様
を
も
ち
ま
し
て
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
に
よ
る
風
評
被
害
で
激
減

し
た
観
光
客
も
震
災
前
の
水

準
ま
で
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
、「
風
評
被
害
」

と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
脱
却
し
て
、
攻
め
の

観
光
振
興
を
行
う
べ
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
町
で
は
こ
れ
か
ら
本
格

的
な
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
来
年
２
月
に
は
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
ス

キ
ー
競
技
会
、
３
月
に
は
Ｆ

Ｉ
Ｓ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス

キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
福
島

猪
苗
代
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
全
国
、
世
界
各
国
か
ら

訪
れ
る
多
く
の
選
手
、
役
員

や
報
道
関
係
者
を
は
じ
め
、

大
勢
の
観
客
の
皆
さ
ん
を
、

町
を
挙
げ
て
、
お
も
て
な
し

の
心
で
お
迎
え
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

た
め
て
ご
支
援
、
ご
協
力
の

ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
に
開
催

す
る
国
内
最
大
級
の
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ふ
く
し
ま

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン （
Ｄ
Ｃ
）」
に
先
駆

け
、
４
～
６
月
に
プ
レ
Ｄ
Ｃ

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
重
ね
て
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

佐藤智
と も

昭
あ き

さん（曲渕） 江花俊
と し

和
か ず

さん（葉山）

猪苗代山岳会会長と猪苗代の偉人
を考える会会長を務める。歴史に
も自然にも詳しい猪苗代の達人。
いなわしろ伝保人会にも所属し、
観光客に猪苗代の素晴らしさを伝
えている

曲渕大根クラブ会会長。同地区の
遊休農地の解消と農業の伝承を目
的に活動する同会では、数年前か
ら小・中学生などの農業体験を受
け入れ、子どもたちに田舎の楽し
さや農業の大切さを伝えている

町長
　

お
も
て
な
し
の
心
、
持
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
お
も
て
な
し
の
輪
に
入
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
素
敵
な
未
来
と
仲

間
た
ち
が
、
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま

す
よ
。

　

特
集　

お
も
て
な
し
の
輪　
　

終
わ
り

「攻め」の観光振興に向け、ご支援、ご協力をお願いいたします

前後　公


